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ミミズはほんとうに
な

鳴くの

●ミミズは
な

鳴かない

 ミミズには
な

鳴き
ごえ

声を
だ

出す
はっ せ い き

発声器はありませんし、
き

聞く
みみ

耳もありません。
せいぶつがくじょう

生物学上は
な

鳴かな

い
どうぶつ

動物です。しかし、お
はなし

話の
なか

中では
な

鳴くことになっています。むかし、ほかの
どうぶつ

動物の
だ

出す
おと

音、

たとえばこん虫のオケラなどがたてる
おと

音を、ミミズの
な

鳴き
ごえ

声と
はや が て ん

早合点したものだと
おも

思いま

す。ミミズの
な

鳴く
はなし

話は、１６８１
ねん

年（
えいほう

延宝９
ねん

年）
つく

に作られた。「
あずまにっき

東日記」という
はい

俳
く

句の
ほん

本の
なか

中に
で

出ているそう
 

です。

●お
はなし

話の
なか

中ではミノムシも
な

鳴く

 
な

鳴かないものを
な

鳴くとした
べつ

別の
れい

例は、むかし、
せいしょうなごん

清少納言という人が、「
まくらのそうし

枕草子」という本

の
なか

中で、ミノムシがチチヨチチヨ（
ちち

父よ
ちち

父よ）と
な

鳴くと
か

書いているのがあります。

                              （監修・中山 周平）


